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培地メーカーから⾒た動物再⽣医療の変化と 
コージンバイオにおける取り組み 

 

 

 

 

 

はじめに 
近年、伴侶動物および産業動物を対象とした再⽣医療技術へ
の関⼼が⾼まり、関連する研究開発および市場環境も変化しつ
つある。こうした動向を背景に、細胞培養技術は動物再⽣医療の
基盤技術として重要性を増している。 

本稿では、培地メーカーの⽴場から⾒た市場動向と当社の取り
組みについて概説するとともに、今後の展望について述べる。 

 

動物医療を取り巻く環境変化 
近年、イヌやネコといった伴侶動物と飼い主である⼈間との

関係性は⼤きく変化している。 

1980年代頃においては、ペットは番⽝やネズミ捕りといった
明確な役割を担う存在として飼育されることが多く、現在の価
値観からみれば、機能的側⾯が強調された存在であったとも⾔
える。当時のイヌ・ネコの寿命は数年程度とされる報告もあり 1)、
現在と⽐較すると⼤きな隔たりがある。 

その後、ペットフードの⾼機能化、室内飼育の普及、動物医療
の発展などを背景として⻑寿化が進み、近年ではイヌ・ネコとも
に平均寿命は 14〜15年程度となっている 2)。 

こうした変化に伴い、ペットと⼈間が共に過ごす時間は⼤き
く延びており、両者の関係性はより密接なものへと変化してい
る。現在では、ペットは家族の⼀員あるいはパートナーとして位
置づけられることが⼀般的となり、家庭内における存在感は従
来と⽐較して著しく⾼まっていると考えられる。
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また、アニコム ホールディングスの調査に
よると、ペットにかける年間⽀出は年々増加傾
向にあり、イヌ・ネコともに「ケガや病気の治
療費」が「ペットフード・おやつ」に次ぐ主要
な⽀出項⽬となっている 3)。 

こうした傾向の背景には、ペットの⻑寿化
に伴う⾼齢化の進⾏が関与していると考えら
れる。ペットの加齢に伴い、⽣活様式の調整や
加齢性疾患への対応が求められる場⾯が増加
しており、⾼齢ペットとより⻑く健やかに暮ら
すための環境整備が、獣医療および関連サービ
スの両⾯で進められている。 

 

動物医療の⾼度化と再⽣医
療の進展 
 
こうした医療ニーズの⾼まりを背景として、

⾼度医療を提供する動物病院においては、動物
に対しても CT スキャンや MRI をはじめとし

た診療機器の導⼊が進み、設備および診療体制
の⾼度化が進展している。これに伴い、提供さ
れる医療サービスの⽔準はヒト医療に近づき
つつある。また、動物保険の普及により、飼い
主が⾼度な治療を選択しやすい環境も整いつ
つある。 

同時に、動物医療の分野においても細胞療
法や細胞製剤の普及が進んでいる。現在では、
承認された動物再⽣医療等製品を⽤いた治療
が実施されているほか、動物病院内で⾃主製造
した細胞を⽤いた治療も⾏われている。 

さらに、CARM および⽇本獣医再⽣医療学
会により、「動物⽤再⽣医療等製品の開発に必
要な試験法等に関する⾃主基準」や「⽝及び猫
における再⽣医療及び再⽣医療法の安全性確
保に関する指針」、「再⽣医療及び細胞療法実施
施設届出証明書」など、細胞治療を適切に運⽤
するための枠組みの整備が進められている(図. 

1)。 

 

 
図. 1 動物再⽣医療に関連する主要ガイドラインおよび指針（表紙） 
動物再⽣医療の適切な実施に向けて整備されている主なガイドラインおよび関連⽂
書の表紙を⽰す。これらには、細胞製造に関する品質管理、安全性確保、実施施設の
要件などが含まれており、動物を対象とした細胞療法の適正な実施・運⽤を⽀える枠
組みとして機能している。 
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細胞培養技術と培地の重要
性 
これらの⾃主基準や指針においては、細胞の

製造に⽤いられる原料の管理や細胞の品質確
保に関する要件が重要な項⽬として位置づけ
られている。特に、細胞培養に⽤いられる培地
は細胞の増殖性や機能に直接的な影響を及ぼ
すことから、その選択および管理は極めて重要
である。 

このように、動物再⽣医療の発展に伴い、細胞
培養を⽀える培地の重要性は⼀層⾼まってい
る。 

 

当社の培地開発と橋渡し研究 
これらの動向を受けて、当社は培地メーカ

ーの⽴場から、製品展開および技術開発を進め
ている。具体的には、ヒト、動物及び環境の健
康を⼀体的に捉える One Health の考え⽅に基
づき、ヒト医療と獣医療の双⽅で得られた知⾒
を相互に活⽤する取り組みを進めている。 

動物で得られた研究成果をヒト医療へ応⽤
する Translational Medicine/Research、およびヒ
トで得られた知⾒を動物医療へ応⽤する
Reverse Translational Medicine/Research といっ
た橋渡し研究の観点から、ヒトはもとより多様
な動物種に対応した細胞培養⽤培地の開発と、
関連するデータの収集を実施している(図. 2)。

 

 
図. 2 One Health 概念に基づく橋渡し研究の模式図 
One Healthの概念図（厚⽣労働省 HP資料を基に⼀部改変）を⽰す。本図は、
ヒト、動物および環境の相互関係を表すとともに、ヒト医療と獣医療の間
における知⾒の相互活⽤を⽰すため、動物からヒトへの応⽤（Translational 

Medicine/Research）およびヒトから動物への応⽤（Reverse Translational 

Medicine/Research）を⽰す⽮印を追加し、両領域間の橋渡し研究の枠組みを
模式的に⽰したものである。 
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製品開発および適⽤事例 
取り組みの⼀例として、直近では既存製品の
データ拡充を⽬的に、ヒト脂肪由来間葉系幹細
胞⽤培地である KBM ADSC-2について、ネコ
由来幹細胞培養への適⽤可能性を検討した事
例を報告している。 

避妊⼿術の際に得られた残余組織である脂
肪および⼦宮を⽤い、脂肪由来間葉系幹細胞

(ADSC)、脱分化脂肪細胞(DFAT)、⼦宮内膜幹
細胞(EnSC)を単離した。 

これら 3 種類の細胞に対して KBM ADSC-2

の適⽤可能性を検討した結果、いずれの細胞に
おいても培養が可能であることを確認し、本結
果は組織培養学会にて報告した(図. 3、図. 4)。
なお、本検討に⽤いた試料は、関係機関の協⼒
のもと適切な⼿続きを経て取得されたもので
ある。 

 

 
 

図. 3 ネコ避妊⼿術残余組織からの間葉系幹細胞分離⼿順 
ネコの避妊⼿術時に得られた残余組織（⽪下脂肪および⼦宮）に対し酵素処理および分離
操作を⾏い、脂肪組織から脂肪由来間葉系幹細胞(ADSC)および脱分化脂肪細胞(DFAT）、
⼦宮組織から⼦宮内膜幹細胞(EnSC）を単離した。 

 
また、KBM ADSC-2においては、社内検討、

ユーザーからの報告や⽂献情報を総括すると、
ヒト以外にも、イヌ、ネコ、ブタ、ウシ、ウマ、
マウス、ラットなど複数の動物種で幹細胞培養
への適⽤例が報告されている。 

さらに、直近の新規製品として、⽇本⼤学お
よび⿇布⼤学との共同検討のもと、ヒトおよび
イヌ細胞での適⽤を想定したエクソソーム産
⽣⽤培地 KBM EV Pureを開発し、提供を開始
している。当該製品については、現時点でウマ
由来幹細胞における適⽤例が確認されており、
今後はネコをはじめとした他の動物種への展
開に向けた検討を進めている。 

以上のように、当社では One Health の考え
⽅に基づき、ヒト医療と獣医療の双⽅で得られ
た知⾒を相互に活⽤する橋渡し研究に貢献す
るべく、多様な動物種に対応した細胞培養⽤培
地の開発および関連データの収集を進めてい
る。 

こうした取り組みにより蓄積された各種動
物における細胞培養技術は、in vitro 評価系の
構築に寄与するものと考えられ、近年関⼼が⾼
まっている動物実験代替法への応⽤も期待さ
れる。 

 



 46 

 

 
図. 4 KBM ADSC-2 を⽤いたネコ間葉系幹細胞の培養および特性評価 
KBM ADSC-2を⽤いて培養したネコ由来 ADSC、DFATおよび EnSCについて、培養形
態観察、増殖性評価、細胞表⾯マーカー解析および分化誘導試験の結果を⽰す。 

 

動物実験代替法への展開 
近年、世界的に動物実験に対する規制およ

び倫理的配慮が強化されており、動物実験の削
減・代替・苦痛軽減(3Rs)の推進に伴い、動物実
験代替法への移⾏が進められている。 

従来、マウス腹⽔を⽤いた抗体産⽣やブタや
ウサギを⽤いた刺激性評価など、動物を使⽤し
て実施されてきた製造・評価⼿法については、
代替技術への転換が進みつつある。 

このような動向を踏まえ、当社では動物実
験代替法に関する技術開発および関連製品の

提供に取り組んでいる。例えば、抗体産⽣の分
野においては、ハイブリドーマ浮遊培養⽤培地
である KBM353 を提供することで、従来マウ
ス腹⽔を⽤いて⾏われていた抗体産⽣を in 

vitroで実施可能とし、動物の致死を伴うプロセ
スの回避に寄与している。 

また、安全性評価領域では、株式会社オーガ
ンテックの技術を基盤とした次世代型三次元
⽪膚モデルキットを提供している。本モデルは
張⼒を付与することで⽣体に近い構造を再現
しており、薬理機能評価や毒性評価に適⽤可能



 47 

であることから、従来の刺激性試験の代替⼿法
として期待される。 

さらに、ミニ臓器（オルガノイド）技術に関
しては、京都⼤学との連携のもと、ER 陽性乳
がんオルガノイドの作製および維持培養キッ
トの開発を進めるとともに、既存製品のオルガ
ノイド作製への適⽤例に関する情報の収集・提
供にも取り組んでいる。 

また、株式会社レイクウッズガーデンとの
連携により、イヌ由来細胞および培地の提供を
⾏っており、当該細胞は出産時に排出される臍
帯や⽺膜などの残余組織を利⽤することで、侵
襲を伴わない細胞供給を実現している。 

動物実験代替技術の開発においては、単純
な置換にとどまらず、細胞培養、三次元組織モ
デル、オルガノイドなどを組み合わせた多層的
な評価系の構築が重要と考えられている。当社
の培地開発および細胞製品の供給は、こうした
in vitro 評価系を⽀え、動物実験に代わる研究
⼿法の拡充につながることが期待される。 

 

おわりに 
本稿では、動物再⽣医療を取り巻く環境変

化を背景として、細胞培養技術および培地の重
要性と当社の取り組みについて概説した。 

今後、動物再⽣医療の発展に伴い、細胞培養
技術に求められる要件は⼀層⾼度化・多様化す
ると考えられる。 

とりわけ、再現性および品質の担保に加え、
多様な動物種や⽤途への適⽤に対応した培地
設計の重要性は、今後さらに⾼まると⾒込まれ
る。さらに、動物実験代替技術の進展や in vitro

評価系の⾼度化に伴い、細胞培養環境の最適化
に対するニーズの拡⼤も想定される。 

これらの動向を踏まえ、コージンバイオは
今後も One Health の考え⽅に基づき、ヒト医
療と獣医療の橋渡し研究の視点から、多様な動
物種に対応した培地開発および関連データの
収集を進め、動物再⽣医療および関連分野の発
展に貢献していく⽅針である(図. 5)。

 

図. 5 One Health の枠組みにおける橋渡し研究とコージンバイオの役割 
本図は、One Healthの枠組みにおける基礎研究、動物医療、ヒト医療の相互関係と
橋渡し研究の関係性を⽰す。コージンバイオは各領域に製品・技術・情報を供給し、
研究活動を⽀援する。これらの取り組みの成果は伴侶動物へと還元される。 
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